
ウフギー自然館「やんばる写真展」入賞作品の選考結果 

・作品の応募期間：平成２３年８月１日～３１日締切 

・作品の撮影場所：やんばる北部３村地域内（国頭村、大宜味村、東村） 

・作品の応募資格：どなたでもご応募可能。１人２点まで。 

・テーマ：「私のお気に入りのやんばる」 

・応募数：総数６０作品 
主催：環境省那覇自然環境事務所、やんばる自然体験活動協議会（国頭村、大宜味村、東村、沖縄県文化環境

部、環境省那覇自然環境事務所で構成） 

○選考結果：入賞６作品  

※（「ウフギー自然館ホームページ http://www.ufugi-yambaru.com/」にも掲載します。） 

画像を使用されたい場合は、やんばる野生生物保護センター（0980-50-1025）までご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【シャッターチャンス賞】 

ケナガネズミ 

入賞者：峯 光一(与那原町) 
作品にこめたメッセージ： 

ケナガネズミのかわいらしさを伝えた

い。そして、ロードキルが減りますよう

に。 

【自然の色彩賞】 

きじょかの夕やけ 
入賞者：福地 想楽 

（大宜味村・喜如嘉小学校） 
作品にこめたメッセージ： 

喜如嘉の浜でそうじをしていると、夕や

けが海、地面に反しゃしていました。き

れいな場面をうつせてよかったです。 

 

【豊かな感性賞】  

梅雨の合間に水遊び 
入賞者：照屋 政子（南城市） 
作品にこめたメッセージ： 

わずか１ｍ手前での水浴び。 

警戒心の強いヤンバルクイナは始終のん

びり。 

【自然観察賞】 

きれいにならぶタカブシギ 
入賞者：仲原 広大 

（大宜味村・喜如嘉小学校） 
作品にこめたメッセージ： 

タカブシギがきれいにならんでいる

ところを写せてよかった。タカブシ

ギは喜如嘉のターブクに最初に渡っ

てくる鳥。今年も 7 月 21 日にやっ

てきた。 

 

 

【身近なふれあい賞】 

キノボリトカゲのまね 
入賞者：孫 学君（千葉県市川市） 
作品にこめたメッセージ： 

しっぽの切れないキノボリトカゲはまる

で子供達と一緒に遊んでいるような余裕

ぶりを見せていた。 

【インパクト賞】 

ハンター（サシバ） 
入賞者：佐渡山 安公（読谷村） 
作品にこめたメッセージ： 

秋に渡ってくる猛禽類です。上昇気流に

乗り、一直線に獲物を狙う姿は正にハン

ターです。 

別添資料 


